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「人類に奉仕するロータリー」
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旭区民まつりにて宮城復興米販売 第５回チャリティーコンサート 被災地の子ども達にクリスマスプレゼント

事務所

例会場

例会日

横浜市旭区二俣川1-2後藤ビル2F／〒241-0821

TEL.045-365-3273／FAX.045-365-3132

E-mail:asahirc@titan.ocn.ne.jp

横浜市旭区二俣川1-45-30工藤ビル

（㈱岡田屋３階会議室）

毎週水曜日／12時30分～１時30分

○地区関係

１）地区補助金プロジェクトの募集締め切り

が４月 26 日です。対象プロジェクトは

①国内の社会奉仕プロジェクト、及び海外を

　対象とした国際奉仕プロジェクト

②ロータリアンが積極的に参加するプロジェ

　クト

③ 2017 年７月１日以降に開始・実施のプロ　

　ジェクト

以上が対象になります。

今回開催しましたがんセミナーは対象のプロ

ジェクトですが、2017 年 7 月 1 日以降実施プ

ロジェクトとのことで、残念ながら期日が対

象外でした。

　地区補助金は３年前にロータリー財団に寄

付したお金の分配金です。財団への寄付まだ

受け付けています。まだの会員も、支払いを

した会員もよろしくお願い致します。

■幹事報告　　　　　　
１）例会臨時変更のお知らせ

○横浜南ロータリークラブ

日時　２月 23 日㈭第７グループ合同例会

　　　点鐘　午後６時

場所　ローズホテル横浜

日時　２月 25 日㈯振替休会

２）神奈川ロータリークラブより

　　例会卓話のご案内

日時　２月 20 日㈪点鐘　12 時 30 分

場所　キャメロットジャパン 5 階ジュビリーⅠ

卓話者　和倉温泉旅館「加賀屋」

■司　　会　ＳＡＡ  安藤　公一

■開会点鐘　会　長　青木　邦弘

■斉　　唱　我等の生業

■出席報告

■本日の欠席者
斉藤、二宮（麻）

■会長報告
　２月４日の女性のためのガンセミナーにご

参加の皆様ご苦労様でした。半分埋まるか心

配でしたが、皆様のお陰で、ほぼ一杯となり、

素晴らしいセミナーを開催する事が出来まし

た。有難うございました。大川さんには講演

の他色々お世話になりました。ありがとうご

ざいました。３万円の寄付金が集まりました。

12 月岩沼の幼稚園訪問に活用させて戴きま

す。

　同日 17-18 年度派遣学生のオリエンテー

ションが、サンピア川崎で行われました。受

入れ学生も６ヶ月がたち、日本語も大分聞き

取れる様になってきました。総じて女性の上

達が早く感じました。８月派遣される学生の

中に宮城県の閖上出身で、震災後に横浜へ引っ

越しした女学生が居ました。丘に住んでいた

ので津波の被害はなかったが、震災の翌日の

食事はおにぎり一つを５人で食べただけでし

た。水は翌日から自衛隊が届けてくださった

との話がありました。

本日の出席数         24 名

本日の出席率   92.31 ％ 修正出席率          100 ％

会員数　 　 　    31 名
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よろしくお願い致します。

大川　伸一／①先日のがんセミナーは本当に

盛況で有難うございました。わたしども医療

者も新たな視点の企画を示していただき大変

有意義でありました。次の機会がありました

ら宜しくお願いします。②佐藤利明さん、本

日の卓話楽しみにしております。

佐藤　利明／卓話の当番がまわってきました。

つたない話で、ご期待に添えないと思います

が、職業卓話なので自身の職業の一端を話さ

せて頂きます。

鈴木　茂之／①皆さん、こんにちは。先日は

大川会員、大変お疲れ様でした。②本日の卓話、

佐藤さん楽しみにしております。

市川　慎二／①佐藤利明さん、卓話楽しみで

す。②大川先生、大変勉強になりました。

吉原　則光／佐藤さん、卓話有り難うござい

ます。楽しみです。よろしくお願いします。

今野　丁三／佐藤さん、卓話よろしく…最近

の不動産の状況はいかがですか。

太田　勝典／①先日の女性のためのがん講演

会は、社会奉仕委員会、大川先生、ご苦労様

でした。②佐藤さん、卓話楽しみです。

二宮　　登／がんセミナー盛況でしたね。お

疲れ様でした。これからのイベントも全員で

御輿をかつぎましょう。

内田　　敏／佐藤利明会員、本日の職業卓話

よろしくお願い致します。楽しみにしており

ます。

滝澤　　亮／佐藤利明会員、本日はよろしく

お願いいたします。

安藤　公一／①佐藤利明さん、卓話宜しくお

願いします。② 2/4 がんセミナーは予想を上

回る大勢のお客様にお越し頂き、良かったで

す。二宮麻理子社会奉仕委員長、お疲れ様で

した。大川先生、有難うございました。

田川　富男／①佐藤利明さん、卓話宜しくお

願いします。②大川さん、がんセミナーご苦

労様でした。二宮麻理子さん、大変でしたね。

五十嵐　正／①大川さん、先日のがんセミナー

に引き続き、昨日の情報集会ではお世話にな

りました。②佐藤利明さん、本日の卓話楽し

みにしております。

後藤　英則／①佐藤利明会員、卓話楽し味に

しています。②大川会員、昨日の情報集会で

は大変お世話になりました。

兵藤　哲夫／①大川先生、がんセミナー有難

うございました。②二宮麻理子委員長ご苦労

様でした。②佐藤利明さん、卓話楽しみです。
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　　         代表取締役社長小田興之彦

テーマ　加賀屋のおもてなし

ビジターフィー   3,500 円

* ご出席の場合は事務局まで連絡

fax   045-313-3652

Maile:info@kanagawarc.org

■情報集会報告　　　　　　　　大川　伸一

日時　２月７日㈫   場所　仕立屋

出席者　後藤、佐藤（利）、関口、　　　　　

　　　  五十嵐、二宮（麻）、大川

１）横浜旭ロータリークラブ 50 周年に向けて

予算 :未定だが事業は確保状況による

事業 ･財団寄付 ･記念誌発行 ･記念式典

○事業　

ビジョン :旭区に貢献し形に残るもの、

　　　　　地域に根ざした証しを示す。

過去の例

猫塚、旭警察署の掲示板、

大池公園のメダカの学校碑

・新たなもの

・すでにあるものの修復、再生

案①

二俣川駅周辺の再開発 (2019 年完成予定 ) に

合せて何かないか→相鉄とコラボ

案②

地域奉仕の一つとして医療関係で何かないか

→過去には車いす、救急車、AED

案③

行政 (地域振興課 )にニーズをうかがう

案④

サンハートでの記念集会、講演など

○記念式典

ホテルでの式典 150 人 (100+50) 規模

２）会員増強

・候補者の洗い出しと働きかけ

・女性会員　

　困難な条件

　( 男性社会の中で多勢に無勢の苦しさなど )

　複数の会員が必要

　(一定の割合が必要ではないか )

・入会条件の検討

成功例は必ずしも会費などの見直しによるも

のではない。新しいクラブであれば長期的な

効果はわからない。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

青木　邦弘／佐藤さん、今日は楽しみです。

麻雀これ以上、上達しないでください。

北澤　正浩／先週のがんセミナー、皆さんお

疲れ様でした。大川さんの講演がわかりやす

く勉強になりました。②佐藤利明さん、卓話
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■職業卓話「建築住宅について」　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　利明

　私の職業分類は建設請負です。

　本日卓話当番ということで建築（私の場合）

住宅について話させて頂きます。実際のとこ

ろ 10 年前に後継にバトンタッチしております

ので極く最近の進歩成長している技術・性能・

品質等には精通しておりませんので、今迄の

経験といささか古くなっております知識等に

ついて話を進めさせて頂きます。

　人間が人間らしく生きていくうえでかかす

ことの出来ない〝衣・食・住″。この三大要

素、その内の「住」すなわち住居、住宅は人々

の生活を豊かにし夢をかなえる最も大きなも

のであると思います。

　したがって私共建築工事に携わる一人ひと

りは、施主の為に予算の中で最大級の「夢」

と「希望」を提供できる様、技術を追求し知

識を広め施工に取り組む様心掛けていかなけ

ればならないわけです。

　そこで喜んで頂ける為には住宅はどうある

べきか。また何を如何作ったら良いのか、そ

のヒントを得る為には今はどんな流れがある

のか、も見極める必要があると思っておりま

す。

　周知のことではあると思いますが、日本の

住宅建築は過去から現在に至るまで著しい進

歩と変化を遂げて来ました。木造住宅に関し

ては基礎工事で見れば玉石等から鉄筋コンク

リート布基礎に、屋根は藁葺から瓦屋根・ト

タン屋根、そして近年最も多く使われている

コロニアルにと変わり、建具に於いては内部

は木製建具であるが非常に品質デザインとも

格調高く殆ど工場で生産され種類も非常に豊

富です。外部は木製建具から100％アルミサッ

シに変わっています。アルミサッシも非常に

種類が多く玄関ドア・化粧窓・出窓等選ぶの

に迷ってしまう場合が屡々有ります。

　特筆すべきは住宅関連設備機器です。各メー

カー競って研究開発に力を入れ新製品の台頭

は目覚ましくお客様の心を引きつけ一目見た

瞬間「ああ、いいな」と感じさせてしまいます。

真に住宅設備機器は「夢」があり「喜」があ

ると思います。価格は別にしてですが。

　そこで今回私の卓話では住宅設備について

もう少し話してみたいと思います。先ず主婦

の夢の一番手はシステムキッチンにあると思

います。これはピンからキリまでと言う表現

が真にあてはまる程一般的な製品から高級品

までいろいろです。価格で申せば何十万円か

ら何百万円まであり、種類も組み込まれてい

る機能もデザインも豊富です。細部について

は説明が困難ですのでメーカーの展示場又は

住宅展示場を一度訪れてみたら宜しいかと思

います。

　次にトイレに関しては各階に１ヶ所は欲し

いと言われる方が殆どです。そして便器は

ウォッシュレットを希望されます。以前は

ウォッシュレットは特別なものと考えられて

いましたが今では当たり前のものになってお

ります。1980 年発売当初は医療器具的な扱い

をされていた様です。清潔さや快適性という

こともさりながら痔の予防や治療の緩和を目

的としていた様です。機能的にも洗浄・乾燥・

暖房便座・着座スイッチ・脱臭等々組み込ま

れており清潔さ快適さを充分満足させてくれ

ます。

　次に浴室ですが最近では浴室浴槽にお金を

かける人が多くなって来ました。人はなぜお

フロに入るのか？基本は勿論身体の汚れをと

る為です。しかし日本人は皆フロ好きです。

身体を洗うだけの場ではなく一日の疲れをと

る場でもあることです。ユニットバスの普及

は著しく殆どの住宅に使われています。因み

に日本人は温泉好きです。観光温泉地のホテ

ルの浴場又ゴルフ場のクラブハウスの快適な

浴場又フィットネスクラブの泡のでるマッ

サージ機能のあるジャグジー。そして雰囲気

も豪華なものからエレガントなもの、カジュ

アルなものまでデザイン、バリエーションも

豊富なスタイル。この浴室浴槽を是非とも自

分の住宅に取り入れバスタイムを楽しみたい

と言われる人が多くなってきました。

　扨こういった技術・性能・品質が進歩した

状況でマイホームに対する夢はあるものの、

いざ建てるとなると「不安」もあるとよく耳

にします。欠陥住宅や手抜き工事、又シック

ハウス症候群など住宅に関するトラブルが後
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を絶たず大きな社会問題になっているからで

しょう。一人ひとりの人間は各々ちがった性

格・個性・感じ方を持っているはずです。こ

の一人ひとりの心をとらえ喜びを与え、生活

を豊かにする住宅を作りたいと常々念頭にお

き現在まで携わってきました。

　TV 等で粗悪劣悪な工事を放映しているのを

目にする時、ごく一部の業者の為に真剣に取

り組んでいる我々は非常に残念であり迷惑を

感じています。粗悪な工事をすると言うより

も職人（技術者）は昔と違い親方のもとで厳

しい修業をしていないので技術が伴っていな

いのが現状ではないかと思うところも多くあ

ります。修業不足、技術不足はこれからも増

すのではと思っております。又、TV のコマー

シャルで宣伝している〇〇〇設計、などとい

う会社の安値の建築費、私などは如何に考え

ても真面目な仕事が出来る筈がない価格です。

　私共は、過当競争で建物の質をさげる様な

仕事は出来ませんので予算に無理がある場合

は仕事をお断りしております。正当な価格で

質の良い物作りをするよう心掛けております。

寧ろ、他業者より高価格になっても満足のい

ただける、又、満足していただける仕事をし

たいと考えております。

　建設工事はよく言われています３K、所謂キ

ツイ・キタナイ・キケンの代表的な職業のひ

とつなので若い人の就職希望者も少なく育ち

ません。したがってどこの建設会社でも技術

者・職人とも高年齢の人が多く今後業界で最

も力を入れて対処しなければならないところ

です。このままでは 10 年・20 年後には現場

で働く人がいなくなってしまいます。大きな

課題です。安全対策・労働条件・福利厚生等々

考慮して、若年後継者を官民一体で養成に取

り組んでいただきたいものです。

　住宅リフォームについて触れてみたいと思

います。住宅設備機器の進化が目覚ましいと

先程もはなしましたが、快適な生活をおくる

という希望は皆様等しくお持ちです。外壁は

塗装し直し、又は乾式窯業製品のサイディン

グに張り替え、サッシの取替え工事、又内部

は室内のエアコン・床暖房・クロスの貼替・

照明器具も取替え・そしてシステムキッチン・

ユニットバス・トイレの改装等々リフォーム

されるお客様が増えております。住宅産業の

中で占めるウエイトも多くなっております。

新築工事よりも工期が短く住みながら出来る

というメリットもあり、これからも伸び代が

多分にあると見込まれます。

　そして省エネルギーを考えた時、新築住宅、

リフォームを問わず、外部・内部を問わず、

断熱材が使われ、快適性も十分に配慮される

様になり、太陽光発電も徐々に普及しつつあ

ります。そして人間にはより高品質なものを

求めてやまない欲求があります。「衣・食・住」

の衣では着るものには着心地、食では食べる

ものには味、住といえば住み心地が価値・価

格は度外視して求められています。そして日

本は地震大国です。より安全に長持ちする家

を作っていかなければなりません。

　扨、私が RC に入った 34 年前の時の職業分

類は左官業でした。父の職業が左官でしたの

で、見習い小僧、所謂、丁稚奉公に入ったの

は今から 60 年前の事です。当時は長男が家業

を継ぐのが当たり前の時代でした。左官工事

について話をしてみます。

　当時の住宅建築は大工の棟梁・左官の親方・

鳶の頭が主役でした。落語とか江戸時代の下

町の人情風景に出てくる、熊さん・八っさん

に代表される職人です。職人達は厳しい親方

の元で修業を経て一人前の職人になっていき

ます。よく職人気質といわれますが、学歴こ

そないが仕事に対する誇り（プライド）と自

信を一様に高く持っていました。中にはいつ

の時代にも「与太郎」的な職人はいないわけ

ではないけれども？又、名人気質といわれる

職人の中には仕事に対する情熱のあまり、金

銭的には頓着なく仕事に打込み、家庭をかえ

りみず「宵越しの銭は持たない」などと粋がっ

ている輩もいたようです。　　　　　　　

　左官について、左官工事ですが先ず土壁で

す。下地は木舞で真竹を六ツ割りか、八ツ割

りして節を殺ぎ落したものを棕梠縄で掻いた

ものです。荒壁・中塗・仕上げの工程で大工

が上棟建前で家の骨組みをしたあと荒壁です。

荒壁は木舞の上に荒木田という土を藁苆と水

で練り合わせたものを塗り付けたものです。

その後大工の造作工事が終わった時点で中塗

りに入ります。中塗りは荒木田と川砂、苆を

練り合わせで丁寧に塗り斑をなくす仕上げの

下地作りであります。仕上げは漆喰塗りであ

ります。漆喰とは消石灰と麻苆と角又という

海藻（テングサ）から作った糊で煉り合せた

ものです。

　かつて民家に使われた建築素材は木であり、

竹であり、草であり、泥土であり、石であり、

砂や砂利であり、稲藁であり、棕梠縄であり
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殆ど地場で調達できたものでありました。そ

こで重要なのが、つまり材料の混練に必要な

水、糊を煮、稲藁・麻苆を水で柔らかにした

こういった素材です。左官の塗り壁の仕事は

水仕事であります。いわば水商売、水もので

あって乾いてなんぼの仕事であります。水で

こねて塗り付けて、それが乾いてかたく丈夫

にならなければ物の用をなさないといった仕

事であります。

　外壁は防水紙（フェルト）を張り、ラスと

いう金網を張りモルタル仕上げをします。ラ

ス張りもメタルラスとワイヤーラスの２種類

があります。その上にモルタル下塗り（砂と

セメント）を混練したものを塗ります。そし

てモルタルを再度塗ります。仕上げはリシン

ガン吹付かリシン掻き落としで仕上げていく

わけです。

　私たち左官職人が大量生産と市場経済の仕

組みの中でますます成長する大手メーカーや

ゼネコンと競い建築の中で生き残っていくた

めには、私たちの仕事が生み出す塗り壁を工

場的な大量生産や大手ゼネコンの施工管理の

システムでは生み出しえぬ、高品質でしかも

現場施工による独自の価値を持つものに高め

るしかありません。

　大切な事はそれぞれが自分の仕事に責任を

持つということ。何のための仕事であるかを

考えておこなうことであると思っております。

そのためには、自分の納得した材料、自分の

理解のいく工法で仕事ができる場で建物が作

られねばなりません。私たちはただ兵士のよ

うに命令のとおり動けばいいというのではな

く、建築という全体の中で自分の果たす役割

というものを考えて仕事をすることであり、

そうした場を建築の施工の中に生み出さない

かぎり、建築は車が便利なものであるととも

に凶器でもあるといったようにと、考えるし

かないわけです。

　近代化と工業化の果て建築職人の仕事もば

らばらな部品へと分解し、たんなる工場生産

品の組み立てやその補修工事、工業化住宅（プ

レハブ）の補完作業に追いつめられるこの建

築の現況下で元請・下請のしがらみはいつま

でも続くものと思われます。

■次週の卓話    2/22　関口　友宏会員　　

　　           　　 週報担当　吉原　則光  

日　　時 平成２8年２月１日(水) 青木　邦弘 安藤　公一 五十嵐　正 市川　慎二

１8時30分～ 滝澤　　亮 鈴木　茂之 田川　富男 新川　　尚

二宮麻理子 北澤　正浩

場　　所 事務所 (欠席) 佐藤　真吾 福村　　正

報告事項 １）みなとみらいマラソン商品としてドーナツ券6枚提供

２）情報集会を至急開催をお願いします。

審議事項 １）横浜旭高校インターアクトクラブ設立について

　　・1/29インターアクト年次大会へ校長・担当教諭、生徒3人で参加しました。

　　・学校の奉仕活動の取り組み

　　　①サッカー部による被災地支援の継続

　　　②川井地区において小学生の勉強支援

　　　　　　 (川井地区支援センター、横浜国大、地域連合会の支援)

　　　③老人ホームへの慰問

　　　クラブ活動の一環として、他クラブ入部者もクラブ加入を認める

進めていきます

２）6月の親睦月間

東南アジアメーキャップ旅行について 検討

３）畠山重忠公の石碑の修理が必要

　　　　　　旭旭区で修理するとロータリーの名前が旭区になります。

見積もりによって検討

４）米山奨学生受入れについて 受入れします。

カウンセラーは検討

５）その他

　　①グローバル奨学生について中白根の鈴木香緒理さんが応募

　　　　2/15面接し推薦することになりました。

　　②4月22日のIM分担金について、出席者のみ支払う

　　③高梨乳業見学について職業奉仕の滝沢さんと鈴木さんにより決定
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平 成 2 9 年 度 1 月 出 席 率 一 覧 表

員数 出席率他クラブ会　員　名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31　

32

33

34

35

36

37

38

39

40

ホームクラブ 員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

例　会　日

例会出席率

修正出席率

平 均

％

％

％

％

18日

％
100

安　藤　公　一

安　藤　達　雄

青　木　邦　弘

福　村　　　正

後　藤　英　則

兵　藤　哲　夫

市　川　慎　二

五十嵐　　正

北　澤　正　浩

今　野　丁　三

倉　本　宏　昭

増　田　嘉一郎

本　山　雄　三

新　川　　　尚

二　宮　麻理子

二　宮　　　登

岡　田　清　七

太　田　勝　典

太　田　幸　治

大　川　伸　一

26
23

13日

88.46

26
26 100

25
23 92

25
25 100

  100

100

 100

 33

  100

  67

100

100

100

100

100

100

100

100

33

100

100

100

                  　　　　       100

0

0

0

67

0

33

0

0

0

0

33

0

0

0

67

0

25

0

0

 100

100

 100

 100

 100

 100

 100

 100

 100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

67

100

100

80

100

100

67

0

0

0

0

33

0

0

0

0

0

33

100

100

100

100

100

100

100

80

100

100

100

齋　藤　善　孝

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

関　口　友　宏

鈴　木　茂　之

田　川　富　男

滝　澤　　　亮

内　田　　　敏

矢　田　昭　一

吉　野　寧　訓

吉　原　則　光

高　梨　昌　芳

－出席規定免除－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

名　誉　会　員

－出席規定免除－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

％

％

26
25 96.15

26
26

100

25日

－出席規定免除－

   

  


